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よ
り
Ｐ
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が「ゆめちから入







り
食
パ
ン
」

の
通
年
販
売
を
開
始
し
た
。
原
料
の
60
％

以
上
に
北
海
道
産
超
強
力
小
麦
「ゆめち




から」


を
使
っ
た
、
も
っ
ち
り
と
し
た
食

感
が
特
徴
で
、
ゆめちから




を
商
品
名
に

採
用
し
た
試
み
が
画
期
的
だ
。
昨
年
は
６

月
の
１
カ
月
限
定
の
取
り
組
み
だ
っ
た
が
、

北
海
道
内
の
ゆめちから




の
作
付
面
積
が

広
が
り
、
供
給
量
が
安
定
し
た
こ
と
で
、

通
年
販
売
が
実
現
し
た
。

取
扱
店
は
同
社
の
営
業
拠
点
が
あ
る
東

北
・
関
東
・
中
部
・
近
畿
・
中
国
・
四
国

地
区
の
量
販
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
６
枚
ス
ラ
イ
ス
、
６
枚
ス
ラ
イ
ス
３
枚
入
り
、
５
枚
ス
ラ
イ

ス
������
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中
部
地
区
以
西
の
み
）、
８
枚
ス
ラ
イ
ス
（
東
北
・
関
東
地
区
の
み
）
の
４
種類

と
、

５
枚
ス
ラ
イ
ス
の
み
だ
っ
た
昨
年
よ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
。
参
考
小
売
価
格
は
２

２
０
円
（
税
抜
）。
昨
年
の
３
０
０
円
（
税
抜
）
よ
り
大
き
く
下
げ
た
。
同
社
の
主
力
商

品
「
超
熟
」
の
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
商
品
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
日
常
的
に
家
庭

で
購
入
し
や
す
い
価
格
に
す
る
こ
と
で
、
消
費
の
拡
大
を
促
す
方
針
を
見
せ
た
。

原
料
は
、
ゆめちから




の
他
、
北
海
道
産
小
麦
き
た
ほ
な
み
だ
け
で
な
く
、
砂
糖
や

バ
タ
ー
、
も
ち
米
粉
ペ
ー
ス
ト
、
生
ク
リ
ー
ム
も
北
海
道
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
小

麦
の
品
種
特
性
を
活
か
す
た
め
、
イ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
乳
化
剤
と
い
っ
た
添
加
物
は
使

用
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
外
国
産
小
麦
に
比
べ
て
、
生
産
量
が
少
な

い
た
め
、
ゆめちから




の
品
質
は
ぶ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
ゆめちから




の
配
合
比

率
は
日
々
調
整
が
必
要
だ
と
い
う
。
製
粉
会
社
が
ブ
レ
ン
ド
配
合
し
て
も
、
産
地
に
よ

っ
て
タ
ン
パ
ク
質
や
水
分
が
変
わ
る
の
が
現
状
で
、
供
給
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

品
質
の
歩
留
り
が
上
が
る
こ
と
を
現
場
は
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
本
誌
で
取
り
上
げ
て
き
た
ゆめちから




だ
が
、
（独）
農
研
機
構
北
海
道
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
超
強
力
小
麦
で
パ
ン
に
適
し
た
品
種
で
あ
る
。
平
成
21

年
に
優
良
品
種
に
指
定
さ
れ
、
23
年
度
から

通
常
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
加
え
て
、

需
要
の
高
い
パ
ン
・
中
華
め
ん
用
品
種
と
し
て
数
量
払
い
単
価
に
２
５
５
０
円
／
60
㎏

の
加
算
措
置
が
で
き
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
補
助
金
・
交
付
金
を
受
け
ず
に
先
進
的
な
農

業
経
営
者
が
試
験
栽
培
に
協
力
し
て
き
た
が
、
こ
の
加
算
措
置
に
よ
り
、
作
付
面
積
が

急
速
に
拡
大
し
、
対
応
す
る
製
粉
業
者
も
増
え
た
。

他
の
大
手
製
パ
ン
業
者
で
も
、
ゆめちから




の
利
用
は
始
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
12
月

から

は
山
崎
製
パ
ン
�
�
�
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「
国
産
小
麦
食
パ
ン
」
に
春
小
麦
の
強
力
品
種「春


よ
恋」

と
、

き
た
ほ
な
み
に
ゆめちから




を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
合
し
、
発
売
し
て
い
る
。
食
べ
た
時

の
し
っ
と
り
感
を
強
調
し
た
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
農
政
部
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
ゆめちから




の
24
年
産
の
作
付
面
積
は
�
��


８
６
２

ha
だ
っ
た
が
、
25
年
産
は
さ
ら
に
�
�
�
�

５
８７

４
ha
に
拡
大
す
る
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。

収
穫
量
は
�
�
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ｔ弱

を
見
込
ん
で
お
り
、
供
給
量
は
７倍弱


と
安
定
す
る
方
向

だ
。
食
パ
ン
以
外
の
商
品
に
も
ゆめちから




の
商
品
を
拡
大
す
る
見
込
み
で
、
冷
凍
生

地
な
ど
に
は
、
表
記
は
し
て
い
な
い
が
利
用
を
拡
大
し
て
い
る
。
今
後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

拡
大
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。�

（
加
藤
祐
子
）

「
ゆ
め
ち
か
ら
」
が
毎
日
の
食
卓
に

市
場
開
拓
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
が
る

▲

4月1日〜
　（東北・関東・中部・近畿・中国・四国地区）

「ゆめちから入り食パン」発売開始
（敷島製パン㈱）

消費者に向けた新商品の案内リーフレット

料理の皿：記者発表会では、レシピの提案も。「鮭と玉
ねぎのマリネのオープンサンド」と「じゃがバタート
ースト」。いずれも料理研究家の小田真規子さんによる。
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中
国
四
国
土
を
考
え
る
会
の
総
会
・
研

修
会
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
山
口
県
山

口
市
に
て
３
月
１
〜
２
日
に
行
な
わ
れ
た
。

中
国
地
方
の
各
県
、
兵
庫
県
よ
り
農
業
経

営
者
、
企
業
、
行
政
関
係
者
な
ど
40
名
余

り
が
集
ま
っ
た
。

地
元
の
山
口
大
学
農
学
部
よ
り
高
橋
肇

教
授
を
招
き
、
基
調
講
演
に
て
県
内
の
小

麦
生
産
の
現
状
と
、
県
内
産
小
麦
を
使
っ

た
「
地
産
地
消
の
パ
ン
づ
く
り
の
取
り
組

み
�
�
�
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�
���
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に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
続
い
て
、

滋
賀
県
よ
り
㈲
る
し
オ
ー
ル
フ
ァ
ー
ム
代

表
の
今
井
敏
氏
を
招
い
て
、
大
規
模
水
田

転
作
の
経
営
概
要
と
新
規
に
取
り
組
み
を

始
め
た
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。
会
場
から

は
桁
の
違
う
大
面
積
経
営

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
行
政
や
米
卸
、
米
粉
製
造
メ

ー
カ
ー
、
農
業
経
営
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
。
６
次
産
業
化
を
支

援
す
る
側
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
む
企
業
と

農
業
経
営
者
は
い
か
に
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
は
夜
の
懇
親
会
で

も
議
論
が
沸
い
た
。

２
日
目
は
、
食
品
乾
燥
機
を
製
造
す
る
�㈱

木
�����
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原
製
作
所
を
訪問

。
農
産
物
を
乾
燥
す

る
と
い
う
食
品
加
工
の
事
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
続
い
て
、
徳
永
芳
夫
氏
の
圃
場
へ
。
海

が
近
く
、
水
位
が
高
い
条
件
で
の
小
麦
作

り
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
、
散
会
と
な
っ

た
。

東
北
土
を
考
え
る
会
の
総
会
・
研
修
会
は
岩
手
県
花
巻
市
で
２
月
25
〜

26
日
に
開
催
さ
れ
た
。
東
北
各
県
から

農
業
経
営
者
が
集
ま
り
、
関
係
者

を
含
め
て
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

新
作
が
上
映
さ
れ
た
後
、
藤
岡
茂
憲
氏
（
秋
田
県
・
㈲
藤
岡
農
産
代
表
取

締
役
）
の
経
営
発
表
に
耳
を
傾
け
た
。「
売
れ
な
い
も
の
は
つ
く
ら
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
東
京
に
営
業
マ
ン
を
一
人
駐
在
さ
せ
て
、
新
し
い
顧
客
を

開
拓
す
る
戦
略
が
語
ら
れ
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
行
な
わ
れ
た
の
は
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
グ
ル
ー
プ
討

議
。「
２
０
１
２
年
の
教
訓
から

何
を
活
か
す
の
か
！
」
と
題
し
て
、
ま
ず

同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
メ
ン
バ
ー
同
志
で
昨
年
の
経
営
を
振
り
返
る
と

こ
ろ
から

ス
タ
ー
ト
。
同
時
に
今
年
の
意
気
込
み
に
話
題
が
移
り
、
会
場

全
体
を
巻
き
込
む
情
報
交
換
の

場
と
な
っ
た
。
20
代
から

60
代
ま

で
の
参
加
者
が
世
代
を
超
え
て

語
り
合
い
は
、
夜
の
懇
親
会
へ
と

場
所
を
移
し
、
深
夜
ま
で
「
本
音

バ
ト
ル
」
を
繰
り
広
げ
た
。

隣
接
す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
会
場
に
は
７
枚
の
ポ
ス

タ
ー
が
貼
ら
れ
、
２
日
間
展
示
さ

れ
た
。
２
日
目
に
参
加
者
に
よ
る

投
票
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
青
森

県
の
ナ
リ
ミ
ツ
農
園
が
優
勝
し

た
。

１
＋
２
＋
３
＝ 

６
次
産
業
化
に
お
い
て

プ
ラ
イ
マ
リ
《
農
業
》
に
求
め
ら
れ
て
い
る

真
実
を
探
る

グループ討議用に円卓が並んだ会場

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
据
え
た
農
業
経
営
と
は

▲

2013�������年3月1-2日 
　（山口県山口市）

▲

2013���������年2月25-26日 
　（岩手県花巻市）

土を考える会 総会・研修会2013
年度

中国四国

東北

取材・まとめ　土を考える会事務局・編集部

経営実践発表をする藤岡茂憲氏

ポスターセッションの会場 東北の農業経営者、企業、行政関係など100名が集結

中国地方の各県から集まった参加者一同圃場で説明する徳永芳
夫氏。

滋賀県の今井敏氏（右）と田中正保会長らが参加したパネルディスカッ
ションの進行は高橋先生。
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各地区の総会・研修会が終わり、平成25年度の農作業が本格化してきた。今後も各地区でエリ
ア研修会や研修会が予定されている。地域を超えた目線のそろう農業経営者と話すことで、新
しい発想が見えてくることがある。そんなつながりの場として、参加してみたい方は、編集部
までお問い合わせください。

北
陸
東
海
近
畿
土
を
考
え
る
会
の
総

会
・
研
修
会
は
滋
賀
県
雄
琴
温
泉
に
て

３
月
13
〜
14
日
に
開
か
れ
、
30
名
余
り

が
参
加
し
た
。
立
命
館
大
学
生
命
科
学

部
の
久
保
幹
教
授
の
講
演
は
、
６
次
産

業
化
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
自
身
が
取

り
組
む
「
土
壌
の
肥
沃
度
指
標
（
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
Ｘ
）」
の
話
題
へ
。
新
聞
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
つつ

あ
る
土
壌

の
微
生
物
量
を
把
握
す
る
土
壌
診
断
方

法
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
注
目
を
集
め

た
。続

い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
農
業
経
営

者
の
講
演
が
２
つ
。
石
川
県
の
�
��


㈱
ぶ
�っ

た
農
産
代
表
取
締
役
社
長
・
佛
田
利
弘

氏
よ
り
「
生
産
者
と
消
費
者
を
む
す
ぶ

新
し
い
流
通
形
態
」、
京
都
府
の
こ
と
京

都
�
�����������
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代
表
���������
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取
締
役
社
長
・
山
田
敏
之
氏

よ
り
「
農
業
から

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
話
題
が
提

供
さ
れ
た
。
講
演
の
後
、
質
疑
応
答
も

兼
ね
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

久
保
先
生
の
進
行
の
元
で
行
な
わ
れ
た
。

２
日
目
は
こ
と
京
都
�
�
�
��

�

㈱
の
�
��

�

九
条
ネ
ギ

の
加
工
工
場
へ
。
九
条
ネ
ギ
の
生
産
か

ら
加
工
、
商
品
化
ま
で
を
行
な
う
一
連

の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
を
導
入
し
た
調
整
済
み
葱

の
加
工
工
場
を
窓
越
し
に
見
学
し
て
、

全
日
程
を
終
え
た
。

誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
?!

６
次
産
業
化
か
ら
見
え
て
く
る

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業

九
州
沖
縄
土
を
考
え
る
会
の
総
会
・
研
修
会
は
熊
本
県
南
阿
蘇
村
に
て

３
月
20
〜
21
日
に
行
な
わ
れ
た
。
九
州
各
県
よ
り
20
名
余
り
の
農
業
経
営

者
が
集
ま
り
、
関
係
者
合
わ
せ
て
約
40
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
は
九
州
農
政
局
長
の
吉
村
馨
氏
に
よ
る
「九

州
の
農
業
の
今
後

を
考
え
る
」
と
題
し
た
基
調
講
演
から

始
ま
っ
た
。
九
州
農
業
の
過
去
50

年
から

こ
れ
から

を
考
え
る
と
い
う
主
旨
で
、
歴
史
的
な
変
化
が
グ
ラ
フ

や
数
字
で
紹
介
さ
れ
た
。
稲
作
から

畜
産
へ
売
上
の
高
い
品
目
が
移
行
し
、

法
人
化
の
流
れ
が
定
着
し
た
過
去
50
年
に
対
し
、
こ
れ
から

は
農
地
の
集

約
が
進
む
こ
と
不
可
欠
だ
と
訴
え
た
。
会
場
から

は
集
落
営
農
の
実
態
を

問
う
声
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
から

の
規
模
拡
大
に
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
報
告
さ
れ
て
、
デ
ー
タ
に
表
れ
て
い
な
い
現
場
の
声
が
投
げ
か
け
ら

れ
た
。

次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
交
渉
参
加
が
決
ま
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
に
つ
い
て
。
本
誌
副
編
集
長
・
浅
川
芳
裕
が
情
報

提
供
を
行
な
い
、
畳
に
座
っ
て
の
全
員
参
加
型
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
。

関
税
品
目
で
あ
る
コ
メ
や
麦
を
作
る
水
田
経
営
者
と
、
既
に
数
％
の
関
税

で
今
後
輸
出
の
可
能
性
さ
え
見
え
て
く
る
野
菜
作
の
経
営
者
が
参
加
す
る

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
地
域
の
学
校
と
食
育
で
関
わ

る
こ
と
で
給
食
と
連
携
す
る
取
組
み
や
、
飼
料
米
や
転
作
な
ど
を
や
め
て

食
用
米
に
注
力
す
る
経
営
判
断
、
商
品
開
発
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
取
り
組
み
な
ど
、
積
極
的
に
挑
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

２
日
目
は
、
Ｏ
Ｗ
Ｌ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
大
澤
眞
介
氏

に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
の
農
業
経
営
と

経
営
力
」
と
題
し

た
講
演
に
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
到
来
！　

今
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

▲

2013���������年3月20-21日 
　（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）

▲

2013���������年3月13-14日 
　（滋賀県大津市）

九州沖縄

北陸東海近畿

２日目、こと京都㈱の研修室にて 北陸東海近畿の各県から集まった農業経営者たち
講演・ファシリテータをつと
めた久保幹教授

TPPの話題提供をし
た浅川芳裕副編集長

中央の畳がディスカッションの場になった

基調講演をした九州
農政局長、吉村馨氏


